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護
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理
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1
時
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る
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・看護実践に必要な基礎的ケアを習得し、安全安楽なケアサービスが提供できる

技術的側面
・法人の理念・看護方針を理解し、看護職者として自覚を持ち行動できる到　達

目　標

基本姿勢と態度

管理的側面
・看護実践における安全管理を理解し、各種マニュアルにそって実践ができる

・患者を継続的にとらえることができる

・自己の看護を振り返り、看護観を持つことができる

・
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概
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